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従来、電子機器や各種計測装置で行っていた検査や制御のソフトウェアは、FPGA※へ置き換え

ることにより装置の小型化と高性能化を図ることができる。（図 1）。一般に加工制御装置は画像に

よる認識判断を利用することが多いことから、画像処理機能を FPGA へ搭載する手法を検討すると

ともにその基本的機能のハードウェア化を試みた。また、システム集積化技術を県内企業に普及さ

せるため、FPGA のプログラミング技術について研修等を実施し、FPGA を活用した小型省電力の

装置、検査装置等への活用を図った。  

本年度は FPGA で画像処理演算を行うため、そのコアとなる機能をモジュール化したプログラム

を作成し検証した（表 1）。これら開発したモジュールを組み合わせて食品加工機械における位置認

識と切断ラインのトレース処理を行う FPGA 画像処理システムを構築した結果、従来のパソコンで

の処理に比べ、A5 版サイズの小型化と、1/10 程度(3.6W)の省電力化、更に演算時間 7.9ms のリア

ルタイム性を実現した。 

今後、県内企業と FPGA を利用した画像処理アプリケーションを共同開発し、製品化を支援する

とともに現場で信頼性が要求される装置への応用を検討する。 

 

※ FPGA：ユーザーが回路情報を書換え可能なデジタル回路 Field-Programmable Gate Array の略称 

表１ 開発したハードウェア画像処理モジュール 
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図１ FPGA による集積化の効果 


